
TOP I C S

みそみ小学校３年生１５名が、学校近くの農園で二十世紀梨を病気やキズから
守る小袋かけの作業を行いました。児童はこの農園の所有者である吉田清隆さ
ん（岩屋）の指導を受けながら、約３ｃｍに育っ
た青い実に小袋を丁寧に被せていきました。
同校では地元特産の「岩屋梨」の栽培の苦労

や農家の人の思いを学び、地元をより好きに
なってもらおうと毎年３年生が体験しています。
児童たちは「大きくなるのが楽しみ！」などと楽し
そうに作業をしていました。

岩屋梨の小袋かけ6/1

若狭町スマートエリア構想策定初会合6/1

町が福井大学と連携して取り組むスマートエリア構想の第一回策定会議を、町役場上
中庁舎にて開催し、住民や福井大学の関係者など約３０人が参加しました。
この構想は空き家や空き地を活用して町がモデル分譲地を整備し、それを核として民
間活力により波及的に小規模住宅開発を進めようとする事業です。
今回の会議では、役場や診療所、学校などが集まるＪＲ上中駅周辺を重点的に取り組

み、ＩＯＴ（モノのインターネット）設備を活用し、社会機能の維持と地域の魅力を高め、移住
者確保につなげようとする構想を福井大学が住民らに説明しました。参加者からは「ＩＯＴ
はいろんな分野に広がっていく予感がありワクワクしました」などの感想が聞かれました。
今後は定期的に会議を持ち、より現実味のある事業にしていくため、話し合いを続け

る予定です。

若狭町伝統文化保存協会が総会に先立ち、
リブラ若狭講堂においてアマチュア落語家３名
を招き、会員約５０人を前に落語公演会を開
き、三者三様の熱のこもった落語を披露し大
いに盛り上がりました。
その後の総会では渡辺町長ら来賓を招き、
前年度の活動報告や決算報告、本年度の活動
計画、予算並びに新役員が承認されました。

台風などの豪雨に備えるため上中・三方両消防団員、署
員や赤十字奉仕団など約１７０人が参加して野木小学校グ
ラウンドにて水防訓練が行われました。参加者は土嚢を作
り積み上げる工法や、ゴミ袋に水を入れて住宅への浸水を
防ぐ工法、炊き出し訓練など７つの訓練に取り組みました。
渡辺町長は「いつ何時起こるか分からない災害に備え、
皆さんのこうした訓練により若狭町の安全安心が守られ
ていることに対し感謝します」と激励しました。

若狭町伝統文化保存協会公演会6/4

レインボーライン山頂公園のバラが満開を迎えてい
ました。赤や黄色など色とりどりの１１０種６００株の花が
咲き、一帯が甘い香りで包まれていました。
株式会社レインボーラインの担当者の方は「今年の

冬は大雪と低温のため例年より１０日ほど遅く開花しま
したが、５月の終わりに暑い日が続き一気に咲きました。
例年より花が大きく香りも良く、皆さんに楽しんでいた
だけるのではないかと思っています」と話していました。

レインボーラインローズフェアー6/4

若狭町水防訓練6/11

三方小学校６年生２４名が６月１３日に収穫した梅を使
い、梅農家の三宅里美さん（田名）の指導で紅映梅の
梅干し作り塩漬け工程の体験をしました。
ヘタを取った後カビが生えないように焼酎で実を洗

い、塩と混ぜ合わせタルに入れるまでの作業をしました。
この後は土用干し（天日干し）やしそ漬けなどの作業を
経て、9月末に梅干しが完成する予定です。

三方小学校梅干し作り体験6/16

みそみ小学校梅もぎ体験6/13

地元特産の梅を知ってもらおうと、みそみ小学校４年生１７名が学校近くにある吉田
豊さん（東黒田）の梅園で梅もぎを体験しました。管理している障害者就労支援事業

所「ラムサール わかさ」（岩屋）大上忠雄さんから梅のもぎ方の
説明の後、丸々と実っている紅映梅を丁寧に収穫しました。
初めて体験する児童がほとんどで、鈴なりになっている枝を
見つけると歓声をあげ、一生懸命もいでいました。
収穫した梅は後日梅ジュース作りに使いました。

スポＧＯＭＩ大会iｎ若狭町6/12

世久見海水浴場で福井県主催によるスポＧＯＭＩ大会iｎ若狭町が開催されました。制限時
間内に決められたエリアのごみを拾い、その量と種類をもとにポイントを付けて競いました。
当日は、１０チーム３８名の参加者が参加し、「ごみ拾いは、スポーツだ！」の掛け声とともに
一斉に海岸のごみを集めました。

スポＧＯＭＩ大会は、流木などの自然物は拾わないや競技中は
走らないなど細かなルールが決められており、参加者は審判の指
示を聞いてごみを集めていました。
競技時間４５分のあと、計量を行い順位を決定しました。
集まったごみの総量は約６２キロにもなり、参加者はきれいに

なった海岸をみて笑顔を浮かべていました。

福井梅  まっ盛り！！
福井梅皇室献上選果式6/15

昭和５３年より続いている皇室への福井梅の献上のため、梅加工体験施
設（成出）にて渡辺町長らが梅干しに適した品種「紅映」の最高品質である
３Ｌサイズの秀を念入りに選果しました。
この梅は１６日に秋篠宮家、常陸宮家、そして三笠宮家に届けられました。
ＪＡ福井県の担当者は「集荷収量は平年並の目標で頑張っています、今
年は品質が良い梅が多く喜んでいます」と話していました。
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渡辺町長は「いつ何時起こるか分からない災害に備え、
皆さんのこうした訓練により若狭町の安全安心が守られ
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したが、５月の終わりに暑い日が続き一気に咲きました。
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美方高校生全員が共通課題としてＳＤＧｓを視野に入れ、地域や身の回り
から興味のある問題を見つけ、探究活動を進めています。今年度は研究の
成果を２月４日（土）若狭町「レピア」にて
探究発表会を行う予定です。地域の方や
中学生に向けてポスターセッションなどを
行い、ＳＤＧｓの啓発活動やアドバイスをい
ただきます。４月には福井ＳＤＧｓパートナー
の若狭町役場や若狭町内の企業と協力を
行い美方高校生がウクライナ支援募金を
レピアやゲンキー梅街道店で行いました。

美方高校生全員が共通課題としてＳＤＧｓを視野に入れ、地域や身の回り
から興味のある問題を見つけ、探究活動を進めています。今年度は研究の
成果を２月４日（土）若狭町「レピア」にて
探究発表会を行う予定です。地域の方や
中学生に向けてポスターセッションなどを
行い、ＳＤＧｓの啓発活動やアドバイスをい
ただきます。４月には福井ＳＤＧｓパートナー
の若狭町役場や若狭町内の企業と協力を
行い美方高校生がウクライナ支援募金を
レピアやゲンキー梅街道店で行いました。

ＳＤＧｓ取組内容

わたしたちのＳＤＧｓ Vol.3

事業内容事業内容
普通教育や専門教育、中高連携の特色を発揮した探究活動、独自のカリ

キュラムを構築するなど魅力ある教育活動を展開し、多様な進路希望を実現
し、地域の持続的な発展に貢献できるたくましい人間を育成する。

普通教育や専門教育、中高連携の特色を発揮した探究活動、独自のカリ
キュラムを構築するなど魅力ある教育活動を展開し、多様な進路希望を実現
し、地域の持続的な発展に貢献できるたくましい人間を育成する。

ＳＤＧｓ目標

町内でSDGsの取り組みを
されている企業・団体にお聞きしました 下水道を正しく使う

Vol.19安全で安心な上下水道に向けて

下水道施設は、みんなで使う共有の財産です。
下水道にはなんでも流せるわけではありません。間違った使い方をすると、
下水処理場の処理設備の故障につながります。
一人ひとりがルールを守って正しく使うことで、快適な生活環境を守りましょう。

下水道施設は、みんなで使う共有の財産です。
下水道にはなんでも流せるわけではありません。間違った使い方をすると、
下水処理場の処理設備の故障につながります。
一人ひとりがルールを守って正しく使うことで、快適な生活環境を守りましょう。

排水口に油を流すと、冷えて固まり、排水管が
詰まる原因になります。
油を捨てる時は、新聞紙等で吸い取って、燃え
るゴミとして出しましょう。

油類を流さない！

髪の毛を流さない！
髪の毛を流していると、排水管内で詰まるほか、
下水処理場の浄化処理にも支障となります。
髪の毛は、排水口で取り除くようにしましょう。

水洗トイレには溶ける紙を！
水に溶けない紙、紙おむつ、タバコやビニール
を流すと排水管内等の詰まりの原因となります。
水に溶けない紙などは、ごみとして処理しましょ
う。

健康医療課　上中診療所  ☎0770-62-1188　リハビリ道場わかさ  ☎0770-62-1189問い合わせ

「リハビリ道場」は、上中診療所に併設されている要介護認定者に
リハビリを提供する施設です。道場では、その方々に応じたリハビリ
を個別に実施しています。次のような方は、ぜひ一度、道場を利用し
てみてください。
●家族の世話にならなくても、もっと自分のことは自分でできるよう
になりたい!
●最近、少し足が痛く、ぎこちない歩き方になってきた。もっと楽に、
きれいに歩きたい!
●肩や腰が痛くて、生活に支障がでるようになってきた

定期利用者からは、次のような感想もいただいています!

※健康や治療に関するお悩みやご質問を、お待ちしております。

ーいつまでも!楽しく!元気に!ーーいつまでも!楽しく!元気に!ー「リハビリ道場」紹介
診療所だより 健康や、診察・治療内容に関する情報などを掲載していき

ます。日ごろのお悩みや疑問についてもお聞かせください。

下水道キャラクター
スイスイ

クリーンますを清掃する！
ますに汚泥が沈殿したり
付着することで、汚水の
流れが悪くなったり悪臭
の原因になったりします。
定期的に点検と清掃をし
てください。

スタッフの方が楽しく、毎日笑わせてもらい元気になれます!
毎回マッサージが受けられ、体が楽になります!

無料体験会も随時受け付けております。
ご担当のケアマネジャーさんまでご相談ください。

消防技術大会出場激励会6/21

わかさ鳥浜キャンプ場『とれたんこ』オープン6/25

道の駅三方五湖に隣接する三方湖畔に鳥浜漁業協同組合がキャンプ場を整
備しました。「とれたんこ」とは地元漁師がよく使う方言で「（魚は）とれました
か？」という意味で名付けられました。

この日、渡辺町長ら来賓を前に田辺喜代春
組合長は「２年前から構想した夢がかなって大
変嬉しいです、このキャンプ場を核にして多く
の人に伝統漁法や湖魚のＰＲにつなげていきた
い」と決意を語っていました。
その後、地元の愛宕太鼓の演奏や、お菓子

まきでオープンを祝いました。

７月１日に行われる第４７回福井県消防技術大会出場に伴う三方消防署・
若狭消防署上中分署合同の出場選手激励会が三方消防署で行われました。
渡辺町長らが見守る中、出場選手がキビ

キビした動きで救助訓練を披露しました。
渡辺町長は「今、訓練を見せていただき、
災害に強いまちづくりを目指す若狭町として
大変心強く思いました。技量の上達は住民
の安全安心に直結します。一層努力し県大
会に向け頑張ってください」と激励しました。

福井県三方上中郡若狭町気山１１４－１－１福井県三方上中郡若狭町気山１１４－１－１福井県立美方高等学校福井県立美方高等学校
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美方高校生全員が共通課題としてＳＤＧｓを視野に入れ、地域や身の回り
から興味のある問題を見つけ、探究活動を進めています。今年度は研究の
成果を２月４日（土）若狭町「レピア」にて
探究発表会を行う予定です。地域の方や
中学生に向けてポスターセッションなどを
行い、ＳＤＧｓの啓発活動やアドバイスをい
ただきます。４月には福井ＳＤＧｓパートナー
の若狭町役場や若狭町内の企業と協力を
行い美方高校生がウクライナ支援募金を
レピアやゲンキー梅街道店で行いました。

美方高校生全員が共通課題としてＳＤＧｓを視野に入れ、地域や身の回り
から興味のある問題を見つけ、探究活動を進めています。今年度は研究の
成果を２月４日（土）若狭町「レピア」にて
探究発表会を行う予定です。地域の方や
中学生に向けてポスターセッションなどを
行い、ＳＤＧｓの啓発活動やアドバイスをい
ただきます。４月には福井ＳＤＧｓパートナー
の若狭町役場や若狭町内の企業と協力を
行い美方高校生がウクライナ支援募金を
レピアやゲンキー梅街道店で行いました。

ＳＤＧｓ取組内容

わたしたちのＳＤＧｓ Vol.3

事業内容事業内容
普通教育や専門教育、中高連携の特色を発揮した探究活動、独自のカリ

キュラムを構築するなど魅力ある教育活動を展開し、多様な進路希望を実現
し、地域の持続的な発展に貢献できるたくましい人間を育成する。

普通教育や専門教育、中高連携の特色を発揮した探究活動、独自のカリ
キュラムを構築するなど魅力ある教育活動を展開し、多様な進路希望を実現
し、地域の持続的な発展に貢献できるたくましい人間を育成する。

ＳＤＧｓ目標

町内でSDGsの取り組みを
されている企業・団体にお聞きしました 下水道を正しく使う

Vol.19安全で安心な上下水道に向けて

下水道施設は、みんなで使う共有の財産です。
下水道にはなんでも流せるわけではありません。間違った使い方をすると、
下水処理場の処理設備の故障につながります。
一人ひとりがルールを守って正しく使うことで、快適な生活環境を守りましょう。

下水道施設は、みんなで使う共有の財産です。
下水道にはなんでも流せるわけではありません。間違った使い方をすると、
下水処理場の処理設備の故障につながります。
一人ひとりがルールを守って正しく使うことで、快適な生活環境を守りましょう。

排水口に油を流すと、冷えて固まり、排水管が
詰まる原因になります。
油を捨てる時は、新聞紙等で吸い取って、燃え
るゴミとして出しましょう。

油類を流さない！

髪の毛を流さない！
髪の毛を流していると、排水管内で詰まるほか、
下水処理場の浄化処理にも支障となります。
髪の毛は、排水口で取り除くようにしましょう。

水洗トイレには溶ける紙を！
水に溶けない紙、紙おむつ、タバコやビニール
を流すと排水管内等の詰まりの原因となります。
水に溶けない紙などは、ごみとして処理しましょ
う。

健康医療課　上中診療所  ☎0770-62-1188　リハビリ道場わかさ  ☎0770-62-1189問い合わせ

「リハビリ道場」は、上中診療所に併設されている要介護認定者に
リハビリを提供する施設です。道場では、その方々に応じたリハビリ
を個別に実施しています。次のような方は、ぜひ一度、道場を利用し
てみてください。
●家族の世話にならなくても、もっと自分のことは自分でできるよう
になりたい!
●最近、少し足が痛く、ぎこちない歩き方になってきた。もっと楽に、
きれいに歩きたい!
●肩や腰が痛くて、生活に支障がでるようになってきた

定期利用者からは、次のような感想もいただいています!

※健康や治療に関するお悩みやご質問を、お待ちしております。

ーいつまでも!楽しく!元気に!ーーいつまでも!楽しく!元気に!ー「リハビリ道場」紹介
診療所だより 健康や、診察・治療内容に関する情報などを掲載していき

ます。日ごろのお悩みや疑問についてもお聞かせください。

下水道キャラクター
スイスイ

クリーンますを清掃する！
ますに汚泥が沈殿したり
付着することで、汚水の
流れが悪くなったり悪臭
の原因になったりします。
定期的に点検と清掃をし
てください。

スタッフの方が楽しく、毎日笑わせてもらい元気になれます!
毎回マッサージが受けられ、体が楽になります!

無料体験会も随時受け付けております。
ご担当のケアマネジャーさんまでご相談ください。

消防技術大会出場激励会6/21

わかさ鳥浜キャンプ場『とれたんこ』オープン6/25

道の駅三方五湖に隣接する三方湖畔に鳥浜漁業協同組合がキャンプ場を整
備しました。「とれたんこ」とは地元漁師がよく使う方言で「（魚は）とれました
か？」という意味で名付けられました。

この日、渡辺町長ら来賓を前に田辺喜代春
組合長は「２年前から構想した夢がかなって大
変嬉しいです、このキャンプ場を核にして多く
の人に伝統漁法や湖魚のＰＲにつなげていきた
い」と決意を語っていました。
その後、地元の愛宕太鼓の演奏や、お菓子

まきでオープンを祝いました。

７月１日に行われる第４７回福井県消防技術大会出場に伴う三方消防署・
若狭消防署上中分署合同の出場選手激励会が三方消防署で行われました。
渡辺町長らが見守る中、出場選手がキビ

キビした動きで救助訓練を披露しました。
渡辺町長は「今、訓練を見せていただき、
災害に強いまちづくりを目指す若狭町として
大変心強く思いました。技量の上達は住民
の安全安心に直結します。一層努力し県大
会に向け頑張ってください」と激励しました。

福井県三方上中郡若狭町気山１１４－１－１福井県三方上中郡若狭町気山１１４－１－１福井県立美方高等学校福井県立美方高等学校
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２０２３年４月採用　福井県若狭町職員採用候補者試験

若狭町職員募集
事務 保育士 土木

お問い
合わせ

〒９１９‐１393　福井県三方上中郡若狭町中央１‐１

☎ ０７７０‐４５‐９１０９
若狭町役場 総務課

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｆｕｋｕｉ‐ｗａｋａｓａ．ｌｇ．ｊｐ/
若狭町　職員募集

申込資格や方法等は、
下記ホームページの実施要項をご確認ください

受付期間 ２０２２年７月１４日（木）～８月４日（木）
採用候補者
試験

第１次試験
２０２２年９月１８日（日）

あなたの未来が若狭にある
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